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３年間のめざす方向
○大きな変化が予測される社会を子どもたち

が生き抜くために必要な力を育みます。
○幼児期の教育と小学校教育をつなぐととも

に、小中学校の９年間を見通した教育を行
います。

○複雑かつ多様な課題に学校だけでは対応で
きない現状を踏まえ、学校・家庭・地域が
一体となって子どもたちを育む「地域とと
もにある学校」をめざします。

○質の高い教育活動のため、教職員の働き方
を見直します。

○子育てに不安感や負担感をもつ家庭に対
し、支援を行います。

○世代を問わず学ぶことの重要性が増してい
ることから、生涯学習の充実を図ります。

主要事業(３つの柱)
３つの柱①　保幼小接続・小中一貫教育の推進
■�保育所・幼稚園などと小学校の学びをつなぐ
　保育所・幼稚園などでの遊びや生活を通し
た学びから小学校の教科の学習へ、子どもた
ちが円滑に適応できるようにします。
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■�2020年度、全校で小中一貫教育をスタート
します

　学力の定着・向上と、小中学校を通して安
心して学校生活を送れるようにすることをめ
ざし、区立中学校と近隣の区立小学校で構成
する「学びのエリア」で小中一貫教育を行いま
す。
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３つの柱②　板橋区コミュニティ・スクール(iCS)の導入
■�板橋区コミュニティ・スクール（iCS）とは？
　学校と保護者や地域の方などで構成される

「コミュニティ・スクール委員会(CS委員
会)」と「学校支援地域本部」を両輪・協働の関
係で運営し、教育活動を支援する仕組みで
す。
　iCSを導入し、様々な取組を学校・家庭・
地域が一体となって行うことで、「子どもたち
のより豊かな学びの実現」「先生が子どもたち
に向き合う時間や授業づくりのための時間の
確保」ができるようになります。
■ コミュニティ・スクール推進委員会を全校
に設置しました

　₂₀₂₀年度のCS委員会設置に向けた準備会
である「コミュニティ・スクール推進委員
会」を、今年度、区内の区立全小中学校に設
置しました。
■学校支援地域本部を全校で実施しています
　区内の区立全小中学校で、地域や保護者の
方々がボランティアとして、学習支援・環境
整備・見守り活動・学校行事支援など様々な
活動を行い、教育活動を支援しています。

３つの柱③　教職員の働き方改革
■�教職員の働き方改革を推進する計画を策定
しました

　質の高い教育活動の実現を目的として、教
職員が心身共に健康で、「誇り」と「やりがい」
をもって専門性を発揮できる環境を整えるた

学校訪問の様子を公開しています 教育長や教育委員会の職員が訪問した学校の様子を随時区ホームページで公開していま
す。ぜひご覧ください。スマートフォン・携帯電話で読み取り、区ホームページへ

▽問合＝教育総務課庶務係
☎3579‐2603

め、「板橋区立学校における教職員の働き方改
革推進プラン₂₀₂₁」を策定しました。
○当面の目標
　「週当たりの在校時間が₆₀時間を超える教
員をゼロにする。」
※目標とする在校時間は、取組の結果などを
踏まえ適宜見直していきます。
○取組内容
・教職員の在校時間管理
・部活動指針の改訂による体制整備
・定時退庁日の設定
・学校完全休業日の実施　　ほか

その他の主要事業
読み解く力の育成

　文章や情報を正確に理解し、論理的に考え
ることができるために必要な「読み解く力」
を、小中学校９年間を通して育成します。教
科書の文章を正しく読めるようにするととも
に、学力向上をめざします。

家庭教育支援の推進
　不登校などのお子さんのことで悩むご家庭
を支援するために、地域の方々で組織した家
庭教育支援チームを推進します。
中央図書館の改築・事業拡大と「絵本のまち板橋」の推進
　区立図書館の新たな中心館として、設備面
の課題に対応し、生涯を通じてこころの豊か
さと学びを支える図書館をめざします。

 

 

地域人材による学校支援活動の充実  
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○ 学校のビジョン策定
○ 学校の課題解決
○ 学校支援

「 学校と子どもの応援団」

地域人材・
資源の

積極的な
活用をめざし、

学校の求めに応じた
支援活動を実施する。
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板橋区コミュニティ・スクール（iCS）
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スクール委員会

学校支援
地域本部
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「いたばし学び支援プラン2021」を
策定しました

　区教育委員会では、「板橋区教育ビジョン₂₀₂₅」の実現に向けた第２期の実施計
画として、「いたばし学び支援プラン₂₀₂₁」を策定しました。社会の動向や板橋区
の教育をめぐる課題を踏まえ、₂₀₁₉年度から₂₀₂₁年度までの３年間に取り組む内
容を示したもので、これに基づいて各事業を実施していきます。

教育総務課　計画係
☎3579‐2639
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